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▲複線化になって行き違う電車（八木町玉ノ井）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

「
行
政
運
営
」
か
ら
「
行
政
経
営
」
へ

　
合
併
の
成
果
が
も
た
ら
す
真
の
意
味

で
の
「
新
し
い
ま
ち
南
丹
市
」
を
創
造

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
今
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ニ
ー
ズ

に
最
大
限
応
え
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
「
前
例
踏
襲
」
と

い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
古
い
価
値

観
か
ら
脱
却
し
、
新
た
な
課
題
へ
の
迅

速
な
対
応
を
基
本
に
、
安
定
と
発
展
を

可
能
に
す
る
「
経
営
」
の
感
覚
を
取
り

入
れ
た
運
営
形
態
が
必
要
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
南
丹
市
が
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
の
が
「
行
政
経
営
」
。

　
行
政
評
価
制
度
の
確
立
に
よ
り
「
必

要
性
」
「
効
率
性
」
「
有
効
性
」
を
明

確
に
し
た
上
で
、
南
丹
市
総
合
振
興
計

画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
務
事
業
を
選
定
し
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
配
分
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
税
金
投
入
の
目
的
が
明
確
で
な
い
事

業
や
、
成
果
の
表
れ
な
い
事
業
な
ど
は

抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

逆
に
、
住
民
目
線
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
取
り
組
み
も
推
進
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
取
捨
選
択
に
お
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
・
納
得
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
説
明
責
任
を
果
す

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

〝
ほ
ん
ま
も
ん
〞の
「
南
丹
ブ
ラ
ン
ド
」

　
わ
が
ま
ち
で
は
、
各
地
域
で
こ
だ
わ

り
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
み

ず
菜
や
壬
生
菜
、
九
条
ネ
ギ
な
ど
の
京

野
菜
の
産
地
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
こ
の
産
地
と
農
業
の
担
い
手

を
育
て
る
と
と
も
に
（
⑨
・
⑩
）
、
野

生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
り
（
⑪
）
、

 

人
や
情
報
が
行
き
交
う
ま
ち
　
　
　
　

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
八
木
―
園
部
間
の

複
線
化
工
事
が
完
了
し
、
３
月
か
ら
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
快
速
な
ど
の
所
要
時
間
が
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
来
春
に
は
、
京
都
―
園
部

間
の
全
線
複
線
化
（
①
）
が
完
成
し
、

本
格
的
な
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
南
丹
市

営
バ
ス
の
運
行
も
鉄
道
と
の
接
続
を
考

慮
し
た
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
編
成
へ

と
見
直
し
を
行
い
、
八
木
駅
・
吉
富

駅
・
園
部
駅
の
駅
周
辺
整
備
も
進
め
て

い
き
ま
す
（
②
）。園
部
駅
以
北
の
複
線

化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に

要
望
活
動
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
通
信
格
差
を
な
く
す
た

め
、
今
や
生
活
の
必
需
品
と
も
い
わ
れ

る
携
帯
電
話
な
ど
が
通
じ
な
い
地
域
へ

の
鉄
塔
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す

（
③
）
。

　
そ
し
て
、
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
中
心
市
街
地
の
整
備

（
④
）
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
（
⑤
）

も
促
進
し
、
人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

 

ふ
る
さ
と
に
住
み
、
ふ
る
さ
と
で
働
く

　
南
丹
市
で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、
働

く
場
所
の
確
保
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

す
。
現
在
、
京
都
新
光
悦
村
（
園
部
町

瓜
生
野
・
内
林
町
）
を
は
じ
め
、
市
内

へ
の
企
業
・
工
場
の
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
（
⑥
・
⑦
）
。
地
元
雇

用
企
業
へ
の
支
援
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
就
業
機
会
の
拡
大
、
地
域
産
業
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
商
工
業
者
の
経
営
を
支

援
す
る
た
め
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
事
業
と
し
て
小
規
模
企
業
支
援
事
業

補
助
金
の
交
付
事
業
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
（
⑧
）
。
働
く
場
と
定
住
環
境
の

両
面
が
整
っ
た
活
気
あ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

特集・「地域の元気」づくりから「人々の笑顔」へ

〈
当
初
予
算
の
主
な
事
業
〉
※
抜
粋

①
山
陰
本
線
複
線
化
事
業
補
助
金

３
億
８
，
６
２
１
万
円

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
複
線
化
事
業
に
伴
う

経
費
負
担
と
し
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対

し
補
助
金
を
交
付
（
平
成
17
年
度
以

降
の
南
丹
市
負
担
総
額
約
16
億

　
６
，
６
０
０
万
円
）

②
吉
富
駅
西
・
八
木
駅
西
土
地
区
画
整

理
事
業
　
　
　
　
　
　  

３
７
０
万
円

③
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　  

８
，
６
８
５
万
円

　
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
の
た

め
、
移
動
通
信
用
鉄
塔
を
設
置
（
日

吉
町
海
老
谷
、
美
山
町
上
ヶ
城
、
美

山
町
河
内
谷
）

④
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
　

　
　
　
　
　
　  

３
億
４
，
０
０
５
万
円

⑤
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　  

4
億
3
，
4
6
０
万
円

⑥
京
都
新
光
悦
村
企
業
立
地
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
１
９
６
万
円

⑦
工
場
誘
致
事
業
奨
励
金

　
　
　
　
　
　  

２
億
２
，
８
９
２
万
円

⑧
小
規
模
企
業
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，
０
０
０
万
円

⑨
野
菜
等
経
営
安
定
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
８
４
０
万
円

⑩
担
い
手
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　  

　
　
１
，
１
６
０
万
円

　
認
定
農
業
者
・
集
落
営
農
組
織
へ
の

規
模
拡
大
に
向
け
た
支
援

⑪
野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策
事
業
　  

　

　
　
　
　
　  

　
　
４
，
８
５
７
万
円

⑫
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国

大
会
推
進
事
業

　
　
　
　
　  

　
（
新
規
）
５
０
０
万
円

⑬
国
民
文
化
祭
推
進
事
業
　  

6
3
万
円

⑭
発
達
支
援
セ
ン
タ
�
管
理
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　  

３
，
９
１
０
万
円

⑮
災
害
時
要
配
慮
者
台
帳
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
９
６
万
円

⑯
外
出
支
援
サ
�
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　  

２
，
９
０
８
万
円

⑰
診
療
所
地
域
医
療
活
動
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　  

２
，
５
０
０
万
円

⑱
公
立
南
丹
病
院
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　  

　
４
億
７
，
６
８
４
万
円

⑲
短
期
人
間
ド
�
ク
利
用
助
成
金

　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
２
０
０
万
円

⑳
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　  

１
億
７
，
０
０
０
万
円

㉑
景
観
形
成
推
進
事
業
　  

２
８
０
万
円

㉒
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
　
　
　
　
　
　  

2
，
5
0
1
万
円

㉓
資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
８
０
万
円

捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
肉
の
有
効
活
用
な
ど

観
光
と
連
携
し
た
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
市
域
に
は
多
く
の
工
芸
家
が

在
住
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
彩
な
「
も

の
づ
く
り
」
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
秋
に
京
都
市
・
南
丹
市
で
開
催

さ
れ
る
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議

全
国
大
会
、
そ
し
て
平
成
23
年
に
京
都

で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
で
は
、
地

域
・
学
校
・
各
種
団
体
と
連
携
し
、
南

丹
市
の
工
芸
文
化
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
農
林
業
も
含
め
て
、
豊
か
な
環
境

の
中
で
大
切
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
南
丹
市

な
ら
で
は
の「
ほ
ん
ま
も
ん
」を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
（
⑫
・
⑬
）
。

  

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
へ
　

　
今
年
４
月
に
新
た
に
開
設
し
た
「
南

丹
市
子
育
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
。

「
つ
く
し
園
」
の
療
育
事
業
を
移
設
す

る
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い
な
ど
、
育

ち
に
支
え
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
専
門
的
な▲旧川辺保育所を改修して開設した子育て発達支援センター

相
談
の
受
付
や
一
時
的
な
預
か
り
を
行

い
ま
す
（
⑭
）
。

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
に

不
安
の
あ
る
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
を
地
域
で
支
え
る
た

め
に
、
平
成
20
年
度
に
作
成
し
た
要
援

護
者
台
帳
・
マ
ッ
プ
を
シ
ス
テ
ム
化

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
し
ま
す
。
情

報
を
共
有
す
る
関
係
機
関
に
最
新
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
連

携
強
化
を
図
り
ま
す
（
⑮
）
。
ま
た
、

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
送
迎

を
行
う
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
全

市
域
に
拡
充
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
し
ま
す
（
⑯
）
。
そ
し
て
、
地
域
で

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の

体
制
作
り
を
進
め
（
⑰
・
⑱
）
、
健
康

の
保
持
・
増
進
を
支
援
し
、
健
康
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
健
康
診
査

や
保
健
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
（
⑲
）
。

 

も
し
も
の
時
に
備
え
た
環
境
整
備
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
自
主

防
災
体
制
へ
の
支
援
・
充
実
と
、
生
活

道
路
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
引
き
続
き
、

美
山
地
域
の
防
災
行
政
無
線
施
設
の
整

備
を
行
い
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
の
供

用
開
始
を
目
指
し
ま
す
（
⑳
）
。

 

自
然
・
環
境
を
後
世
ま
で

　
森
・
里
・
ま
ち
が
き
ら
め
く
南
丹
市

の
景
観
は
、
市
民
み
ん
な
の
宝
物
で

す
。
こ
の
景
観
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
と
し
て
景

観
条
例
を
制
定
し
、
必
要
に
応
じ
て
エ

リ
ア
設
定
を
し
て
景
観
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
（
㉑
）
。
そ
し
て
、
こ
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
市
民
み
ん
な
で
守

る
活
動
や
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止

や
公
害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
や
環

境
美
化
活
動
を
進
め
ま
す
（
㉒
・
㉓
）
。

地
域
や
人
々
が
元
気
づ
く
ま
ち
づ
く
り


